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カピトウラリア,王国集会,教会会議』(2009年 7月 ,東北大学)の第 3章「カ
ロリング期における王国集会・教会会議」の一部 (pp.131-137)に 加筆 。修正
を施した上で,新たな研究動向を踏まえて再構成 したものである。博士論文

































′″′乃 :′riεs pp.28.9世 紀末に貴族権力が力を増 していき,同 時に王権が衰退
していつたとする見解は特に同書の第 3章 ,第 4章 (pp.48122)で 否定され
ることとなる。


















研究者が近年提示 している国制理解に基づいたものである MacLcan,Ki4gs力 ″








































































s,Oxford,1990と 共に始 まり,そ の後 も矢
継 ぎ早 に多 くの研究が出されている。MI Gibson and I.Nelson(eds.),C力 αrJθs
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θd′Йθ PIo″gみ α″グrたι bοοた,Lon―
don and New York,2007,p.494に まとめ られている。なお,近年は再 びルイ敬
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″なルr Fr"爾θ″,HannoveL 2007は ルイ敬虔帝時代の集会についての研究。また ,
S.Esdersと P Depreuxを 中 心 とす る 国 際 プ ロ ジ ェ ク ト`PrOdukt市itt einer
Krise:Die Regierungszcit Ludwigs des Frommen(814-840)und die Transformation
des karolingischen lmperiums'も 進行中である。
O)初期 中世 における集会の重要性の指摘 と研究史上の問題点については,拙
論「カロリング期 フランク王国における王国集会・教会会議― ピピン期・シャ























(1°)E.Do Hchl,`Die Synoden des ostfrhkisch― deutschen und des westfrhkischen Reichs
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グ ,“ fraliθ 4,Paderborn― Minchen― Wien― Zurich,1989も 有 用 で あ る 。 管
見の限りでは,西フランク王国の王国集会を網羅的に扱う研究は欠けている。



















(13)な お,ルー トヴイヒ独人王,シ ャルル禿頭王,ロ タール 1世 とその後継者
達のもとでの集会については,筆者による博士論文第 3章 pp.109130.ルー
トヴイヒ独人王時代に関しては拙論「ルー トヴイヒ独人王時代における集会
の果たす役割について」,『歴史』第 HO輯 ,2008年においても分析 したが ,
博士論文においてはより詳細な再検討を行った。上述のごとく本稿も博士論
文 pp.131137で行った分析を基盤としている。10世紀初頭までを分析対象と












には一定の根拠が見いだせる,W Hartmann,ル′グ.p.2;I.Schr6deL D′ ι″ιり協
“
―












たFSCみ ―dcutschen und des westfrhkischen Reichs im 10.
Iahrhundert'.さ らに,ハ ル トマンも2007年 の論文集においては,850950年




















だ 14セ rr夕解9θθ,PP.2fこ れらの時期に関し
て,世俗の「王国集会」をも含めて包括的に検討する作業は今後に残された
課題と言える。





″力,sゎ r,α ι εο″ε′J′ Or“″23,1991,pp.2434は ,「 王 国 教 会 会 議 」
“Reichssynode",「 地方教会会議」“Partikularsynode",「 拡大大 司教 区会議」
“Erweiterte Provinzialsynode"な ど同時代史料に現れない分析概念を用いて教会
会議の類型化を試みている。このような類型化の試みはバウアー以前から伝
統的に見られるものであるが (W Hartmann,`Zu cinigen PrOblemen der karolin―
gischen Konzilsgeschichte',A′
““
αri夕ηl力 isrο r,αθ εο
“
ε′′οr"解 λ1977,pp.6f; T Baueち








・ウberlegungen zum Konzllsverstandnis HinLmars
von Reims(845882)',ル お
`み





















































記 (1つ とその 2つ の継続 (蟷)に 由来 している。集会に関する情報はこれに














I′ Ir`r yorzθ ′夕″′Karθι′
“
Fr yI,Weilnaら 1990,PP・ 671-687, T
ReuterD ttθ  A″ ″αおげ動物 ,Manchester and New York,1992,pp.114;本 稿では R.
Rau(ed。 ),Q夕 dlθ″z"rた′ror′′箸,sεぁθ″R`′εЙttθ sε力′θたたIIム Darmstadt,1969,pp.19117
の版 を使用 し,必要 に応 じて R Kurze(ed。 ),A“ ″α豚ル物 S“.MGH SRC VIム
Hannoveち 1891も 参照 した。以下 AFと して引用する。
(1の  フルダ年代記 は,882年以降 2種類の継続が作成 された。一つはそれ以前
の部分 と同 じ環境下で (お そ らくマインッで)継続的に執筆 された部分で ,
887年 までを扱 うもの (以 下 AF(M)), もう一つは 882年以降バ イエルンで継






αおげ動物 ,PP・ 69。 本稿
で は R.Rau(ed.),Q“ιlra“ z夕rたαror″♂sεヵθ
"Rθ
ゴε力sgasεあたレ IIム pp.116131(M),
PP.130177(B)の 版 を用 い,必要 に応 じて R Kurze(ed.),ス
“
′αJ“ ル物 s“ .
MGH SRG VIIも 参照 した。
(1" レギノ年代記は 908年 のプリュムの レギノがアウグスブルク司教 アダルベ
ロに献呈 した ものである。870年頃までの情報は しば しば客観的事実の誤 りを
も含む もの となっている。この史料 に関 しては W Le宙 son and H.Lёwe(eds.),
Dθ
“










版 を用い,必要に応 じて R Kurze(ed.),Ragi″ ο
“











s′.MGH SRG L,Hannoveち 1890も 参照 した。以下では Regino
として引用する。
しの サ ンベルタン年代記は主 として西 フランク王国の事件 を叙述する,882年
までをカヴァーする史料であ り,861年以降の叙述はランス大司教 ヒンクマー
ルの手によるものである。この史料については,.L.Nelson,動θα″′αrasげ sr―
Bθ rri″,Manchester and New York,1991,PP・ 119。 本稿 で は R.Rau(ed.),Q“ θllg″
z夕r肋湖′暉お油θ
“
Rθ′εた,ys“′ε力た二 Darmstadt,1969,pp.H287の 版 を用い,必要
に応 じて G.Waitz(ed.),A“ ′ras Bθ rri″ ′α
“
′.MGFr sRGス HannoveL 1883も 参照 し
た。以下では A3と して引用する。


























J“ 砕ル s′′″′.MGH SRG XItt Hannove■ 1895




α′′O Eκみα″bar`′ は,『 カール大帝伝』 をも執筆 したノ トケルスの手に
よる840-881年の間の出来事 を伝 える史料である,W Levison and H.Lёwe(eds.),
150 論 文
ら見 られる。ここではこれらの史料 と幾つかの決議文書を検討 した上で ,
RcrS″ Impθtti1231を も参照することで一定の網羅性を確保することが可
能となろう。以下では時代順に,史料に現れる集会情報を検討 してい く。







































,二 Kёln and Wien,1991.本 稿の調査においてはオンライ






〈2の  ルー トヴイヒ独人王 とシャルル禿頭王死後の政治史の流れについては R.
SchieffeL Dセ Kαro“rr,Stuigart― Bedin― K61n,2006,pp.170204が 有用である。
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いる。一つは 880年 ゴンドレヴィルでの 3王の会合で,サ ンベルタン年
代記において Placttumと して伝えられてお り1281, もう一つは 880年 ラ
125)独人王時代後半の状況については,拙論「ルー トヴィヒ独人王時代におけ
る集会の果たす役割について」pp.68,pp.15fと 博士論文 pp.121123。 独人王
時代後半では,870年 レーゲンスブルク,873年 フランクフル ト,873年 アー
ヘンでの集会にそれぞれ聖俗の参加者が見られた事が明らかになっている。






の合意内容はA.Boretius and V kause(eds.),MGH Cη ′rタルr′α
“
P“ Fra″εοr“解
二 Hannove島 1897,no.246,pp.168170.こ のテクス トはサンベルタン年代記で
も引用されている,AB,pp.270274.881年 の会合については,その開催以上
の情報は伝えられていない。
。め サンベルタン年代記によると「この集会にルー トヴィヒ (若年二)は病故
に来ることができず,代 わりに使節を送った」“Ad quod placitum Hludowicus,
inflrrnitate detentus,venire non Potuit,Sed Pro se miSSOs suos direxit'',Aユ p.280。  フ
ルダ年代記はこの会合について,「ルー トヴィヒ (若年王)は…自身の家臣か
ら何人かの者たちを, ゴントレヴィルにいる彼の甥たちの使節に対 して派遣
した…」“HludOwicus… ・quosdam ex ndelibus suis ob宙 am legatis nepotum suorum
ad宙1lam Gundoln transmisit・ ・"と のみ記述 してお り,ABと は異なって Placi―
tum等の名詞を用いていない,AE P.H2.
152 論 文
表 1:ル ー トヴイヒ若年二の死 (882年 )ま での時期の集会
史料名 集会を指す語   参加者についての情報







フルダ年代記 generalis convenfus な し
フルダ年代記 co■oquium cum suis   貴顕・家臣 。～人など
フルダ年代記 generalis conventus な し
サンヴァース ト年代記    なし          なし
サンベルタン年代記     placitum,conventio   貴顕・家臣・～人など
フルダ年代記        couOqui_       なし
Cap.N■ 246         conventio        貴顕・家臣・～人など
フルダ年代記 optimates eiusdem regionis貴 顕 。家臣・～人など
ad se venientes
サンヴァース ト年代記    なし
サンベルタン年代記     なし
なし
聖俗の参加者
サンベルタン年代記 "loqui perrexerunt な し
フルダ年代記        なし          なし












regesin unum conveniunt なし
なし         なし
mios Hludowici ad se    なし
venientes














これらの集会は様々な語で呼ばれており,マ インツ継続は Placitumを 2
度, colloquiumを 5度 , collocutioを 2度 , cum suis ndelibus consiliatusを
2度用いており,バイエルン継続は Placitum(generale)を 4度 ,conven―

















α,二 no.600f;MGH α,二 no.236,pp.138140。 また,ル イ吃音王の死後
879年 10月 にオルブで行 われたカール肥満王 と吃音王の二人の息子の間の会
合 は,サ ンベルタン年代記 において集会 を示す名詞 を用いることな く叙述 さ
れている。
表 1:つづき





フルダ年代記        couOquium curn suis   貴顕 。家臣・～人など
フルダ年代記 congruum colloquium な し
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表 2:カ ール肥満王時代の集会 (882年以降)
集会を指す語    参加者についての情報史料名
フルダ年代記 (バイエルン継続)
フルダ年代記 (マインツ継続)
Placmm generde   貴顕・家臣 。～人など
cum suis cons」 iatus est 貴顕・家臣・～人など
サンベルタン年代言己      placttum suum    なし
フルダ年代記 (バイエルン継続)Placttum       俗人に言及 (詳細不明)
フルダ年代記 (マ インツ継続) Placitum       なし
フルダ年代記 (バイエルン継続)conventus な し
フルダ年代記 (マ インツ継続) cum suis ndelibus   貴顕 。家臣・～人など
cons」iatus est
フルダ年代記 (バイエルン継続)generdis conventus  なし
フルダ年代記 (マ インッ継続) colloquium cum suis  聖俗の参加者
フルダ年代記 (マ インツ継続) placitum な し
フルダ年代記 (バイエルン継続)colloquium     貴顕・家臣・～人など
フルダ年代記 (マ インツ継続) colloquium      なし




















フルダ年代記 (マ インツ継続) colloquium cum suis  貴顕・家臣・～人など
フルダ年代記 (バイエルン継続)Placitum       なし
フルダ年代記 (マ インツ継続) couOcuti。       聖俗の参加者
フルダ年代記 (バイエルン継続)generdis conventus な し
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表 2:つづき
史料名 集会を指す語    参加者についての情報
フルダ年代記 (マ インツ継続) conOquium cum suis  なし
フルダ年代記 (バイエルン継続)Placnum
フルダ年代記 (マ インッ継続) colloquium cum suis
俗人に言及 (言羊細不明)
貴顕・家臣・～人など
フルダ年代記 (バイエルン継続)な し        聖職者に言及 (詳細不明)
フルダ年代記 (マ インツ継続) cum suis conlocutio  聖俗の参加者
レギノ年代記         contio        聖職者に言及 (詳細不明)
フルダ年代記 (バイエルン継続)な し        貴顕・家臣・～人など
フルダ年代記 (マ インツ継続) optimttes… ad se   貴顕・家臣・～人など
venlentes
レギノ年代記         conventus generdis  貴顕・家臣・～人など
法と実際の集会との関係をさらに検討することが可能である。マインツ




り,さ らにバイエルン版でplacitum generaleと 呼ばれていることからも,
必ずしも例年の集会とは異なる小規模のものを指すと考える必要はない
だろう。の。また,用語法の比較を行うことで,こ れらの様々な語が必ず
00 ここでは「全土から集まった家臣たちと協議を行った」“cum suis undique
venientibus consiliatus est"と あり,さ らに「多くの州から非常に多くの者たち
がそこに来た…。フランク人,バ イエルン人,ア レマニア人,チ ューリング
ン人,ザクセン人が来ていた」“…convenerunt de diversis pr市 intiis宙 riinnumera‐
biles...hoc est Franci,Norici,Alamallni,Thuringii atquc Saxones."と されている
,
AF(M),p.H6.AF(3),P.132に は,「5月 にヴォルムスで彼の兄弟 (ル ー トヴイ
ヒ若年王)の王 国の貴顕 をうけ入れて,一般集会 を開催 した」“・…placitum
generale ad Wormacian■ tenuit,reccPtis prilnoribus ex regno fratris sui lnensc
156 論 文
しも客観的な集会の類型の違いを示していないことが明らかになる。例
えばマインツ継続で colloquiumと 呼ばれている 5つ の集会は,それぞ
れバイエルン継続で generalis conventus(884年 コルマール),colloquium
(884年 Mons camianus),placitum(885年 フランクフルト,887年 ヴァ
イビリングン)と 多様な語で呼ばれている。逆にバイエルン継続 4つの
Placitumも ,マ インツ継続ではcum suis ndelibus consiliatus(882年 5月 ヴォ
ルムス),placitum(882年 H月 ヴォルムス),collocutio(885年 ヴォルム


















0→ AF(3),p.144;AF(M),p.130.開 催地はAF(3)に おいては“villa Chirih―








デターを成功させた 887年 トリブル集会 (レ ギノ年代記のみが conven_





会は,サ ンヴァース ト年代記において Placitumと 呼ばれているが,フ ル








Impθriほ Kαdれrri R駕雰セ″751918(924),no.1749a.こ こでは R Kurzc(ed.),
A4″αr“ル′ル4S“ ,p.106に ならってバーゼル近郊のキルヘンKirchenと した。






表 3:アルヌルフ, ツヴェンティボル ド,ルー トヴィヒ幼童王時代の集会
史料名 集会を指す語    参加者についての情報
フルダ年代記 (バイエルン継続)な し        貴顕・家臣・～人など
フルダ年代記 (マ インツ継続) optimates・…ad se   貴顕・家臣・～人など
venlentes
レギノ年代記         conventus generdis  貴顕・家臣 。～人など
フルダ年代記 (バイエルン継続)… receptiS Primoribus 貴顕・家臣・～人など
決議文書 conventus,synodus  聖職者のみの集会
フルダ年代記 (バイエルン継続)generdis conventus  なし




フルダ年代記 (バイエルン継続)な し 貴顕・家臣・～人など
フルダ年代記 (バイエルン継続)generdis conventus  貴顕・家臣・～人など
フルダ年代記 (バイエルン継続)Plac責um 貴顕・家臣・～人など
フルダ年代記 (バイエルン継続)generdis conventus  俗人に言及 (詳細不明)
フルダ年代記 (バイエルン継続)colloquium cum suis  貴顕・家臣 。～人など
証書             synOdus       聖職者のみの集会
フルダ年代記 (バイエルン継続)couoquium な し
サンヴァースト年代記     なし        貴顕 。家臣 。～人など
フルダ年代記 (バイエルン継続)generdis conventus  なし
レギノ年代記         conventus publicus,  聖俗の参加者
placitum
フルダ年代記 (バイエルン継続)magnus synodus
レギノ年代記         synOdus magna





















フルダ年代記 (バイエルン継続)generalis conventus な し
フルダ年代記 (バイエルン継続)generdis conventus な し
フルダ年代記 (バイエルン継続)placttum
レギノ年代記         Plackum,couoquium
貴顕 。家臣・～人など
貴顕・家臣・～人など
フルダ年代記 (バイエルン継続)generalis conventus な し
証書 Placitum generale   貴顕・家臣・～人など
nostrum
レギノ年代記         coloquium     聖俗の参加者
フルダ年代記 (バイエルン継続)Placttum       貴顕・家臣・～人など
フルダ年代記 (バイエルン継続)な し         なし
レギノ年代記         PrOceres et optimates 貴顕・家臣 。～人など
…・ln unun■ congregati
フルダ年代記 (バイエルン継続)generdis Placnum   聖俗の参加者
証書 generdc Placitum   聖俗の参加者
レギノ年代記         conventus generdis  貴顕 。家臣・～人など
レギノ年代記 publicus conventus な し
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スに聖俗の貴顕が集まったことがサンヴァース ト年代記で言及されてお
り, レギノ年代記は 894年 ヴォルムスに司教 と伯が集まったとしてい
る(36)。
アルヌルフのもとでは聖職者のみの協議が行われた事例も見られる。
フルダ年代記バイエルン継続で colloquiumの 開催が伝えられている 890
年フォルヒハイムでは,マ インツ大司教,ケ ルン大司教と14人 の司教
たち (ト リーア大司教区,ザルツブルク大司教区の属司教 3名 も含む)
が synodusを も開催 していたことが,一通の証書に記録されている●つ。
















106;マ V Hartmann, `Kα isι r Ar″θグ
“
″ググたKiκみθ',R Fuchs und P Schmied(eds。 ),








1381 AF(3),P.162;Regino,p.302.た だしレギノ年代記は「多 くの世俗の者たち
に対 して大教会会議が開かれた」“contra plerosque seculares sinodus magna cele―
brata est"と の文言を含んでお り,世俗の集会も開催されたことを思わせる叙
述になっている。






































Arnolf und dic Kirche',pp.245-251; Ideln,`Original und Rekonstruction eines
Archetyps bei den sPatkar。 lingischen Konzilsakten',B.Merta et.al.(eds.),7o“ N“′―
zθ″グιs Eグた″″s2005,Munchen,PP.7789,特に pp.8588。 ポコルニーの新説ヘ




































Ⅱ.― (5)ツ ヴェンティボル ド,ルー トヴィヒ幼童王の元での集会 (表 3)
899年 にアルヌルフが没 した後,彼の支配していた領域は,彼の追、子





f. D. Mansi (ed.), Sacrorum Conciliorum Nova Amplissima Collectio )Uill, Firenze,
1773,pp.62-76; W. Hartmann, Die Synoden der Karolingerzeit im Frankenreich und in
Italien, pp. 361-363; W. Hartmann,'Kliser Arnolf und die Kirche', pp. 138-140, pp.
243-245.
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本稿の調査の対象となった,876年 から911年 までの 35年間の間には,
888年マインッ,890年 フォルヒハイム,895年 トリブルという3度 の
(43)AF(3),p.176.
“
→ J.R Bёhmerand E.Mihibacher(eds。 ),Rcrs″ Imp`riほ 焔 rar″rr:RcrSセ
“
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Ki“グ● Berlin,1960,no.20,pp.125-127.又 , ツヴェンティボル ドによる
898年 アーヘ ンでの Placitum nOstrumも 証書 中で伝 え られている,ル iグリnOS.
1921,PP.5157;I.R Bё hmer and E.Mthlbacher(eds.),RcrS″ ルψθr′ほ Kα rO―
14Fr:Rttυs″″751918(924),nos.19731976.
164論 文




























`',P.2381にの 例えば王国規模の射程を持った聖職者のみの教会会議 (又 は王国集会にお
ける聖職者の部会)と して史料中に明確に現れる事例は,ルー トヴイヒ独人
王の 37年 の治世 (840年～876年)に関して,847年マインツ,848年マインツ,















ⅡI。 (1)ル イ吃音王の元での集会 (表 4)
877年 に死亡したシャルル禿頭王の後を継いだルイ吃音王の短い在位
(877年～879年)か らも,集会の情報が残されている。877年 コンピエー
ニュの conventusに は,司教,修道院長,全ての貴顕が参加 したことが ,
サンベルタン年代記で伝えられている1491。 また,すでに上で述べたよう
に 878年 フロンでのルー トヴィヒ若年王との会合はフルダ年代記におい
てcolloquium,サ ンベルタン年代記において Placitumと して言及されて
おり,共同で発布された 8条のカピトゥラリアも伝えられている60。 ま










文言はサンベルタンにも収録されており,さ らに属 H Cap.二 nO.283,pp.363
365;no.304,pp.461fに おいて刊行されている。





ⅡI。 (2)吃音王死後の西フランク王国における集会 (表 4)
879年のルイ吃音王の死後,ボゾによる王位獲得の試みとその挫折を
経て,西フランク王国は吃音王の二人の虐、子,ル イ 3世 (879年 ～882年 )
とカルロマン (879年～884年)に よつて統治されることとなる。ルイ
3世のもとで集会を意味する名詞とともに記述される集会は,カ ール肥
満王,カ ルロマンとともに開催 した 880年 ゴンドレヴィルの Placitum,
881年ルー トヴイヒ若年王とのゴンドレヴィルcolloquium,881年 フイー
ムでの synodusの 3例である●0。 カルロマンのもとでは,年代記におい
てこの種の語とともに伝えられる集会は一切見られないものの,882年












pp.336340に 詳 しい。また,サ ンヴァース ト年代記でも世俗の貴顕 “omnes
PrinCiPCS"の 臨 席 が 明 言 さ れ て い る ,Ay p.292.
1521 880年 placitumに はカロリング家の君主全員の参加が予定されていたが ,
ルー トヴイヒ若年王は病ゆえに参加することができず,使節を派遣 したとさ








Nbνα A“ρ:ぶ Jttα Cο Jιθε―
′ο騨 u、 Firenzc,1772,pp.537-556と チ.P IⅥ ignc(ed。 ),ParrO:agiα  Lα′
“
.12,PariS,
1852,pp.10691086に おいて刊行 されている。 この教会会議については W
Hartmann,Dた り40ル
“




組織論』においてもsynOdusと して言及されている,T Gross and R.Schieffer



















ⅡI.― (3)ウ ー ドとシャルル単純王の時代の集会 (表 4)
884年 にカルロマンが狩の最中の事故により死亡したことで,西フラ
ンク王国には年長の跡継ぎがいない状況が生 じ,「 フランク人達が協議
を行い」“Franci capiunt consilium",東 フランク・イタリア王にして皇帝
1531 882年 キエルジーにおいて,王国の貴顕 primOresが カルロマンに臣従 した
ことがサンベルタン年代記で伝えられてお り,そ こで行われた司教による国
王に対する嘆願 petitioと カルロマンの誓約 prOmissioが 残されている,Att p.
282825;MGH Cの 二 nO・ 385,pp.3691 884年 コンピエーニュには「全ての貴
顕が集まった」“omnes principes… conveniunt"と 記述されている,Aン:P.304。
1541 883年 コンピエーニュについては,MGH Cap.二 no.286,pp.3701 このカピ
トウラリアを収録 していた写本は現在失われている。884年 ヴェールから残さ
れているカピトゥラリアの序文には,ヴ ェールの宮廷に集まった「朕の家臣


















史料名 集会を指す語    参加者についての情報
サンヴァースト年代記     Franci… aduntti   貴顕 。家臣・～人など
サンベルタン年代記      conventus suus    聖俗の参加者
Cap.N■ 283          なし        聖俗の参加者
CaP.N■ 304             なし          なし
サンヴァース ト年代記     なし        聖俗の参加者
サンベルタン年代記      generdis synodus cum 聖俗の参加者 (分離)
episcopis/conventus
eplscoporum
サンヴァース ト年代記     なし        なし
サンベルタン年代記      plac■ um,conventio  貴顕・家臣 。～人など
フルダ年代記         couOquiurn      なし






regesin unum     なし
conveniunt
なし       なし
mlos Hlud(浦 ci ad se  なし
venientes













フルダ年代記 congruum colloquium /* L






なし        貴顕・家臣・～人など




史料名 集会を指す語    参加者についての情報
Cap. Nr. 286 conventus      貴顕・家臣 。～人など
Cap. Nr. 287 …convenissemus…   聖俗の参加者
サンヴァース ト年代記     omnes princゃ es…   貴顕・家臣・～人など
conveniunt/consilium
サンヴァース ト年代記     placitum       聖俗の参加者
フルダ年代記 (バイエルン継続)な し         なし
特権文書 synodus       聖職者のみの集会
サンヴァース ト年代記     Placitum       貴顕 。家臣 。～人など
レギノ年代記         なし        聖俗の参加者
サンヴァースト年代記     なし        貴顕 。家臣 。～人など
フルダ年代記 (バイエルン継続)generdis conventus  なし

















サンヴァース ト年代記     placitum cum suis   貴顕 。家臣・～人など




princIPes in unum   貴顕・家臣・～人など
congregati
サンヴァース ト年代記     Placiturn       俗人に言及 (詳細不明)
サンヴァース ト年代記      placitum       聖俗の参加者
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位も獲得 していたカール肥満王の招聘が決定された。の。その後 887年 の
アルヌルフによるクーデターまでの時期は,肥満王が西フランク王も兼








叙述 してきたサンベルタン年代記の叙述が 882年 で終了することもあ
り,西 フランク王国における集会に関する情報は大きく減少する。つ。こ
の時期の西フランク王国の状況を伝える主たる叙述史料であるサン
ヴァース ト年代記では,conventusや colloquium,synodus等 の語ととも
に集会を描 く事例が見られない。例えばサンベルタン年代記が conven―
tusと して記述 している 877年 コンピエーニュ集会は,サ ンヴァース ト
60 Ayp.306.こ れを受けて肥満王は 885年にポンティオンにおいて西フラン







を行っている,S.MacLean,Ki4gsみ rip α″グPOr,′燃 ′″Йθ ια″″″Й Cθ″
“
ッ,pp・ 124
129。 本項の表 4に おいてはレギノの記述も885年 ポンティオンの項目に含め
ておいた。
(5つ  ヵ_ル肥満王のもとでの集会についてはⅡ.(3)を 参照。サンヴァース ト
年代記は肥満王の集会を基本的に記録 しないが,西フランクの聖俗貴顕と肥




ルタン年代記で synOdusと して伝えられる 878年 トロワ教会会議につい
ては,サ ンヴァース ト年代記でも王国の司教達が集まったこと,俗人も












ヴォルムスでのウー ドとアルヌルフの会合を placitumと して記述 した
後,892年 まではノルマン人の侵入に関する情報が中心となるが,893
年ランスでの Placitumで シャルル単純王が戴冠 したことを記述 した
〈5め 上述のごとくこの集会ではルイ吃音王が戴冠 した。サンヴァース ト年代記
の記述は「フランク人達は 12月 にコンピエーヌの官廷に集まり,彼 (シ ヤル
ル禿頭王)の息子ルイを国王に定めた」“Franci vero mense Decembrio Compen―
dio palatio adunati Hludowicum■ 1lum eiusin regnum statuunt."と υヽうものである,
Aス p.292.
(5" AL p.292.こ こに集まった俗人の参加者についての情報は,サ ンベルタン
年代記では「何人かの貴顕 quidam primores」 と述べられているが,サ ンヴァー




した集会は, フルダ年代記バイエルン継続で conventus, レギノ年代記で con_


























1)た だしウー ドの死を受けて 898年 にシヤルル単純王が再び戴冠されたラン
スでの集会は,Placitumと は呼ばれていない,Ay p.332.
“
力 AM P.334337.ま た,大司教区会議であるため表には含まれていないが ,
ボー ドワンによるフルコ殺害の後, ランスで synodusが 開催されたこともサン
ヴァース ト年代記に記録されている。
0 特権文書には「栄光あふれるウー ド王のご命令により,様 々な教会の司教
たちが集められた」“regiajussione gloriosi regis Odonis d市 ersis ecclesiarum episco―
PiS COn■uentibus"と の記載があり,サ ンス,ブールジュ,ト ゥール, ナルボン
ヌの大司教 と 10人の司教が署名を行っている。M.Quantin(ed.),C′ 筋ル姥



























































































































(67)A.Boretius(ed.),ifGtt CapJ′ル 響 ″Fra″θοr夕″二HannOve■ 1883;A.Boretius
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C.P6ssel,`Authors and recipients of Carolingian capitularies.779-829',Ro Crradini,R.












わつており,こ れらの問題が包括的に取 り組まれて初めて,カ ロリング
末期における「衰退」のイメージの当否,さ らにはカロリング期全体の
統治構造の再評価が可能になるであろう。
[付記]本研究は科学研究費基盤 C(課題番号 22520747)「 カロリン
グ期社会変革の基礎的研究。教会エリート,大所領」(研究代表者 :丹
下栄)の研究成果の一部である。
